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1. はじめに 

現在，情報通信技術の進歩により，地理的に離れた

人々どうしの様々なコミュニケーションが可能となって

いる．特にオンラインのチャットシステムは，遠隔地で

の円滑なコミュニケーションの実現を目指して開発され

ている．すなわち，ユーザどうしの距離の遠近に関わら

ず，その距離感を意識せずにコミュニケーションできる

ような機能を提供している． 

しかし従来研究では，オンラインのコミュニケーショ

ンでも，相手との距離感が，振る舞いや印象に影響を及

ぼすことが報告されている．対人距離が近ければ，より

注意がひかれ，また喜怒哀楽も高まる．こうした反応は

どれも，意識的にコントロールすることができないと述

べられている[1]． 

この結果を考慮するとチャットシステムの機能として，

距離感を積極的に意識させ，さらにそれをコントロール

することで，より表現豊かなコミュニケーションの支援

ができるという仮説が立てられる．本研究ではこの仮説

の検証を目指してシステムの構築と実験を行なう．特に

本稿では，システム構築の基礎となる距離表現に適切な

テキストの特徴量を実験的に導出し，その結果をもとに

システムの実現方法について議論することを目的とする． 

以下本稿では，2 節でチャットにおける距離感につい

て述べ，3 節では，本稿の目的である距離表現に適切な

テキストの特徴量の導出について詳しく述べる．4 節で

は，本研究で立てた仮説を検証するために構築する，距

離感を反映させたチャットシステムについて述べる．そ

して最後に本稿の結論を述べる． 

2.チャットにおける距離感 
従来研究[2]で，HCI における（ネットワークにつなが

れた）長距離でのユーザの態度および振る舞いに関する，

距離の影響を調査する研究が行われている．そこでは，

被験者は実験者に同じ部屋，数マイル遠方，そして数千

マイル遠方に位置しているコンピュータからインタビュ

ーを受けていると伝えられる．そして被験者は，コンピ

ュータ上でその調査項目を回答する．しかしそれらは実

際にはネットワークに繋がっておらず，調査データは全

て被験者と同じ部屋にあるコンピュータから集められて

いた．そして結果は，被験者が知覚した距離が大きけれ

ば，より不正に答える傾向を示した．この研究では距離

の情報は実験者からユーザに言葉で伝えられ，またコン

ピュータ上に接続先の地名と IP アドレスを表示させる

ことで，距離の意識を強くさせていた．被験者はこのよ

うな距離情報の提示の仕方で距離の認識がごまかされた

形ではあるが，テキストの情報を信頼していると言える． 

 

 

 

 

 

 

同様に，テキストベースのチャットにおいても，表示

されるテキストを信頼することがあるだろう．例えば，

ある地域の方言でテキストが入力されていると，実際に

その方言が話されている地域の人でなくても，その地域

に位置する人が相手だと認知するだろう．つまり，テキ

スト文で地名などの場所が特定できる情報を書き込んだ

り，方言をうまく使用することで相手との距離を表すこ

とができる． 

本稿では以上のような方法を使うのではなく，テキス

ト表現を巧みに使うことで，チャットの中で距離を表す

方法を考える． 

3.距離表現に適切なテキストの特徴量の導出 
距離を表すテキスト表現として，立体視における適切

なテキスト表現に関する研究[3]の中では，絵画的な手

法から，遠近法，色相，空気遠近法の 3 手法を導入して，

立体と，奥行き情報の手がかりを表現している．本稿で

も，これらの 3 手法を使用し，遠近法ではテキストのサ

イズ，色相ではテキストの色，空気遠近法ではテキスト

の明度を距離感を表すテキスト表現として選択する． 

3.1 実験 

実験目的：各テキスト表現で使用する距離を表すため

のパラメータの標準値を決定する．また，標準値から視

覚的な違いを認知できる変数の値を明らかにする． 

独立変数：現在 Yahoo! Japan の Yahoo!チャットで使

われるテキストの最小サイズは 8 point で，初期値には

12 point が設定されている．また，Yahoo!メッセンジャ

ーの初期値は 10 point である．そこでテキストサイズ

の水準値はこれらのアプリケーションを参考にし，8 か

ら 36 point の間の 9 つの値を使用する． 

色相は赤などの暖色系は近くに感じる進出色，青など

の寒色系は遠くに感じる後退色であることを参考にする．

本稿では赤，緑，青を基本色とし，9 つの色を使用する． 

明度は，遠くにある対象ほど明度が低下することを利

用する．明度が 0%に近づくほど対象は見えなくなること

を考え，本稿では明度 100%から 20%の間の 9 つの値を使

用する．各テキスト表現の設定値を表 1 に示す． 

表 1．各テキスト表現の設定値 

表現表現表現表現 1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999
サイズ（point） 8 10 12 16 20 24 28 32 36
色相 青色 青系水色 水色 緑系水色 緑色 緑系黄色 黄色 赤系黄色 赤色
明度（%） 20 30 40 50 60 70 80 90 100  

実験装置：ディスプレイには NEC DV17D5 を使用する

（画面色：High Color（16 ビット），画面領域：1024×

768 ピクセル）．また明度，輝度，RGB の値は，実験の

再現性を考慮して全て最大値に統制する．実験室はブラ

インドを完全に閉め，部屋の電気をつけた状態に保つ．

実験で表示させた画面例を図 1 に示す．表示するテキス

トは，「（提示番号）：山梨大学工学部コンピュータ・

メディア工学科」とする．被験者は，ディスプレイ上に

表示されるテキストを眺め，評価する．これらは Java
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アプレットを用いて構築する． 

実験手順：エンターキーを押すと画面にテキストがラ

ンダム順に表示される．次に，被験者にはテキストを眺

めてもらい，その直後に評価してもらう．全ての評価が

終了した後，次のテキスト表現の評価を行ってもらう． 

 
図 1 表示画面の例 

3.2 実験結果と考察 

実験では画面までの視距離を 60cm とした．被験者は

工学部の学生 14 名である．本稿では，平均値が 0 に最

も近い設定値を中間的な評価とみなし，標準値とする．

つまり，サイズでは 16point，色相では緑色，明度では

70%を標準値とした．そして，被験者 14 名の各テキスト

の評価を分散分析した結果に有意差(p<0.05)が認められ

たため，LSD 法で多重比較を行った．各テキスト表現の

標準値と各水準の有意差(p<0.05)の有無を表 2，表 3，

表 4 に示す． 

表 2.サイズの評価の平均値の比較（*:有意差あり） 
8p 10p 12p 16p 20p 24p 28p 32p 36p

8p * * * * * * * *
10p * * * * * * * *
12p * * * * * * * *
16p * * * * * * *
20p * * * * * * *
24p * * * * * * *
28p * * * * * * *
32p * * * * * * *
36p * * * * * * *  

表 3.色相の評価の平均値の比較（*:有意差あり） 
青色 青系水色 水色 緑系水色 緑色 緑系黄色 黄色 赤系黄色 赤色

青色 * * * * * *
青系水色 * * * * * *
水色 * * * * * *
緑系水色 * * * * *
緑色 * * * * *
緑系黄色 * * * * *
黄色 * * * * *
赤系黄色 * * * * * * *
赤色 * * * * * * *  

表 4.明度の評価の平均値の比較（*:有意差あり） 
20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20% * * * * * * * *
30% * * * * * *
40% * * * * *
50% * * * * *
60% * * * * *
70% * * * * * * *
80% * * * * * * *
90% * * * * * *
100% * * * * * * *  

サイズでは 16point を標準値として決定した．そこで，

16point と他の水準との間の有意差を調べる．表 2 より，

20point 以外では有意差があることがわかる．つまり

24point 以上，または 12point 以下のサイズであれば，

16point のテキストと並べて表示した時に，ユーザはサ

イズの違いを判断することができると言える．以上から

本稿では 24point 以上のサイズを近い距離，12point 以

下のサイズを遠い距離を表す特徴量とする． 

色相では緑色を標準値として決定した．そこで，緑色

と他の水準との間の有意差を調べる．表 3 より，緑系水

色，緑系黄色，黄色以外では有意差があることがわかる．

つまり赤系黄色よりも赤に近い色，または水色よりも青

に近い色であれば，緑色のテキストと並べて表示した時

に，ユーザは色の違いを判断することができると言える．

以上から本稿では赤系黄色よりも赤に近い色を近い距離，

水色よりも青に近い色を遠い距離を表す特徴量とする． 

明度では，70%を標準値として決定した．そこで，明

度 70%と他の水準との間の有意差を調べる．表 4 より，

明度 60%以外では有意差があることがわかる．つまり

80%以上，または 50%以下の明度であれば，明度 70%のテ

キストと並べて表示した時に，ユーザは明度の違いを判

断することができると言える．以上から本稿では 80%よ

りも高い明度を近い距離，50%よりも低い明度を遠い距

離を表す特徴量とする． 

4.距離感を反映させたチャットシステム 
4.1 距離表現に適したテキスト表現の決定 

本節では先の実験から得られた特徴量を各テキスト表

現に代入し，距離表現に適したテキスト表現の決定を行

っていく． 

 実験案としては，始めに各テキスト表現でそれぞれ 3

つの表示画面を用意する．画面にはあるテーマに沿って

2 人でチャットを行っている場面が表示されている．標

準値同士，標準値と遠い距離を表す特徴量の人達，標準

値と近い距離を表す特徴量の人達でチャットを行ってい

る場面である．それらの表示画面を見て，距離の表現に

適するかを評価してもらう．そして評価の結果を検定し

考察した後，距離表現に適したテキスト表現を決定する． 

4.2 チャットシステムの実装 

 本節では，現在構築段階であるチャットシステムにつ

いて説明する．チャットシステムの画面案を図 2 に示す． 

 距離表現に適したテキスト表現としてサイズを採用し

た場合を例に説明する．距離が離れている参加者の入力

文字は，小さく表示され，距離が近い参加者の入力文字

は，大きく表示されるようにする．また，自分の入力文

字も 3 節で得られた標準値で表示する． 

以上のシステムを被験者と遠い距離の人，被験者と近

い距離の人でチャットを行い，評価してもらう． 

図 2 チャットシステムの画面案 

5.おわりに 
本稿では，距離表現に適切なテキストの特徴量を導出

する実験について述べた．今後は，距離感を表す適切な

テキスト表現を実験を通して決定し，距離感を反映させ

たチャットシステムを構築する．そして，本チャットシ

ステムをユーザに利用してもらい，評価を行う． 
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